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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成22年9月9日(2010.9.9)

【公開番号】特開2010-102992(P2010-102992A)
【公開日】平成22年5月6日(2010.5.6)
【年通号数】公開・登録公報2010-018
【出願番号】特願2008-274307(P2008-274307)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ   8/04     (2006.01)
   Ｂ６０Ｌ  11/18     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   8/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ   8/04    　　　Ｐ
   Ｂ６０Ｌ  11/18    　　　Ｇ
   Ｈ０１Ｍ   8/10    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年7月27日(2010.7.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
電位の異なる第１ラインおよび第２ラインおよび第３ラインと、
　発電装置と蓄電装置とが直列に接続されてなる電池回路と、
　前記電池回路から電力が供給される車両駆動用電動機と、
　ＤＣ－ＤＣコンバータとを備え、
　前記電池回路の両端は前記第１ラインと前記第３ラインとに接続され、
　前記電池回路の前記発電装置と前記蓄電装置との接続点は前記第２ラインに接続され、
　前記ＤＣ－ＤＣコンバータの１次側は前記第２ラインと前記第３ラインとに接続され、
　前記ＤＣ－ＤＣコンバータの２次側は前記第１ラインと前記第３ラインとに接続され、
　前記第１ラインおよび前記第３ラインから負荷に電力を供給しており、
　前記発電装置の目標出力電流または目標出力電力を零または正の値に設定する目標設定
手段と、
　前記発電装置の出力電流または出力電力を検出する検出手段と、
　前記検出手段により検出された前記出力電流が前記目標出力電流に一致するようにして
、あるいは、前記検出手段により検出された前記出力電力が前記目標出力電力に一致する
ようにして、前記ＤＣ－ＤＣコンバータのスイッチングデューティーをフィードバック制
御するデューティー制御手段とを備え、
　前記デューティー制御手段は、前記車両駆動用電動機の回生運転時に前記フィードバッ
ク制御を継続するものであって、
　動作モードとして、少なくとも第１モードおよび第２モードを有し、
　前記第１モードは、前記蓄電装置の放電電流が前記発電装置の発電電流よりも大きい状
態で負荷に電力を供給する動作モードであり、
　前記第２モードは、前記蓄電装置の放電電流が前記発電装置の発電電流よりも小さい状
態で負荷に電力を供給する動作モードであり、
　前記デューティー制御手段は、前記ＤＣ－ＤＣコンバータのスイッチングデューティー
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を変化させて前記動作モードを変化させることを特徴とする燃料電池車両の電源システム
。
【請求項２】
前記発電装置は燃料電池スタックであり、
　前記目標設定手段は、前記車両駆動用電動機の回生運転時に前記目標出力電流または前
記目標出力電力を零に設定することを特徴とする請求項１に記載の燃料電池車両の電源シ
ステム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　上記課題を解決して係る目的を達成するために、本発明の第１態様に係る燃料電池車両
の電源システム（例えば、実施の形態での燃料電池車両の電源システム２０）は、電位の
異なる第１ライン（例えば、実施の形態での第１ラインＬ１）および第２ライン（例えば
、実施の形態での第２ラインＬ２）および第３ライン（例えば、実施の形態での第３ライ
ンＬ３）と、発電装置（例えば、実施の形態での燃料電池スタック１１）と蓄電装置（例
えば、実施の形態でのバッテリ１２）とが直列に接続されてなる電池回路（例えば、実施
の形態での電池回路１０ａ）と、前記電池回路から電力が供給される車両駆動用電動機（
例えば、実施の形態での駆動モータ２２）と、ＤＣ－ＤＣコンバータ（例えば、実施の形
態での第１ＤＣ－ＤＣコンバータ１３）とを備え、前記電池回路の両端は前記第１ライン
と前記第３ラインとに接続され、前記電池回路の前記発電装置と前記蓄電装置との接続点
は前記第２ラインに接続され、前記ＤＣ－ＤＣコンバータの１次側は前記第２ラインと前
記第３ラインとに接続され、前記ＤＣ－ＤＣコンバータの２次側は前記第１ラインと前記
第３ラインとに接続され、前記第１ラインおよび前記第３ラインから負荷に電力を供給し
ており、前記発電装置の目標出力電流または目標出力電力を零または正の値に設定する目
標設定手段（例えば、実施の形態での目標電流設定部６３）と、前記発電装置の出力電流
または出力電力を検出する検出手段（例えば、実施の形態での出力電流センサ２７）と、
前記検出手段により検出された前記出力電流が前記目標出力電流に一致するようにして、
あるいは、前記検出手段により検出された前記出力電力が前記目標出力電力に一致するよ
うにして、前記ＤＣ－ＤＣコンバータのスイッチングデューティーをフィードバック制御
するデューティー制御手段（例えば、実施の形態でのデューティー制御部６４）とを備え
、前記デューティー制御手段は、前記車両駆動用電動機の回生運転時に前記フィードバッ
ク制御を継続するものであって、動作モードとして、少なくとも第１モードおよび第２モ
ードを有し、前記第１モードは、前記蓄電装置の放電電流が前記発電装置の発電電流より
も大きい状態で負荷に電力を供給する動作モードであり、前記第２モードは、前記蓄電装
置の放電電流が前記発電装置の発電電流よりも小さい状態で負荷に電力を供給する動作モ
ードであり、前記デューティー制御手段は、前記ＤＣ－ＤＣコンバータのスイッチングデ
ューティーを変化させて前記動作モードを変化させる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　さらに、本発明の第２態様に係る燃料電池車両の電源システムでは、前記発電装置は燃
料電池スタックであり、前記目標設定手段は、前記車両駆動用電動機の回生運転時に前記
目標出力電流または前記目標出力電力を零に設定する。
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